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★木津神地区の魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★座談会で出された意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目：地域コミュニティ「若い世代の地域への参加」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
関わり 

つきあい 

ご近所に関心を持ちましょう（挨拶・声かけからはじめましょう）。 

行事などの広報活動を再検討しましょう（SNS の活用など）。 

中間期 
交 流 

連 携 
中年層の組織をつくり、世代間が交流・連携できる機会を増やしましょう。 

終了期 
担い手 

づくり 

お祭りの活性化（お神輿の担ぎ手を若い世代に）、地区運動会の復活など、親世代・子ども世

代を巻き込んだ活動の実施に向けて検討しましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ-①-A・B・C 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ-②-E 交流の場、機会づくり 

 

町内会を通した住民活動が盛んだが、だんだんとご近所づきあいも少なくなってきており、行事な

どの広報に苦慮しています。 

世代間の交流が少なく、特に若い世代・新しい住民の参加に苦戦しています。 

組織・行事の中心メンバーの高齢化・固定化が進んでおり、次の世代へのバトンタッチに不安を感

じています。 

町内会組織が整っている（毎月会長さんが定例会を

行っている）。 

旧街道から撫養街道バイパスへ資源が移転した。 

スーパーがなく、お店が少なくなってきている。最

近は、移動販売やコンビニができた。 

災害時の避難場所が課題。旧テクノスクール跡地の

利用や、避難の際、国道沿いを車の停める場所とし

て使えないだろうか。           …な

ど 

人とのつながり 

親切・優しい人が多い、何事も協力的、町内会に参加する人が多い 

歴史・文化 

金比羅神社（わんぱく相撲大会）、長谷寺（観音踊り、銀杏の大木）、旧撫養街道 

自然環境 

景観がすばらしい、豊富で新鮮な食材 

生活環境 

市内の中心、医療機関が多い                    …などなど 

木
津
神
地
区
の
地
域
福
祉
活
動
計
画 

木津神地区の地域課題 

新しい住民の増加 
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大項目：子どもの育ち・子育て「地域の人たちと連携した子育て支援の仕組みづくり」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 情 報 

地域の子どもの情報の把握について検討しましょう。 

情報発信（地域の遊び場・イベントなど）について再検討しましょう。 

（回覧板だけでなく SNS などを活用）。 

中間期 
交 流 

居場所 

気軽に子育てなどの相談ができる機会や、各世代が交流できる機会（防災訓練、運動会、ス

ポーツ、草抜きなど）の提供を図りましょう。 

終了期 連 携 
学校・児童クラブと連携し、地域の人と子どもたちがふれあう機会の提供を図りましょう（昔

遊びなど）。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ-①-A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ-②-E・F 交流の場、機会づくり 

Ⅱ-①-I・J 社会福祉協議会の機能拡充と地域連携 

Ⅲ-①-L 地域福祉ネットワークの構築 

 

 

 

 

 

 

 

支援したいと思っても、地域の子どもの情報の把握に困難を抱えています。 

地域の遊び場やイベントについての情報発信に苦慮しています。 

子育て世代と子育ての終わった世代との交流が不足しています。 

地域と学校・児童クラブの関わりが不足しています。 

 

大項目：防災・防犯「地域で支えあうまちづくりの推進」 

 ●現状と課題 

 

 

 

 

 

＜課題解決のために＞ 

 ○地域で取り組むこと 

スケジュール 取組事項 活動の目標 

開始期 
災害時 

の体制 

住民情報の把握、確認について検討しましょう。 

各家庭での災害対策、ご近所への声かけなどについて啓発を図りましょう。 

中間期 防災資源 
災害時備蓄品のチェック体制（計画的な備蓄）について検討しましょう。 

地区内の井戸の調査・図示について検討しましょう。 

終了期 
訓 練 ・ 

避難場所 

より実戦的で多世代参加の訓練の実施に向け検討しましょう。 

簡易トイレの設置について検討しましょう。 

避難場所の確保・整備を図りましょう。 

 

〇地域の取組みを支援する市社協の重点施策（P.37 参照） 

Ⅰ‐①‐A 地域福祉コミュニティの活性化 

Ⅰ‐②‐D 交流の場づくり、機会づくり 

Ⅲ‐①‐K・L・M 地域福祉ネットワークの構築 

 

住民情報の把握・確認の必要性を感じています。 

災害時備蓄品について不安を抱えています（チェック・水の確保）。 

訓練がセレモニー的なものになっており、住民の防災意識の低下に不安を抱えています。 

近くて高台の避難場所確保に困難を抱えています。 

 


